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１． はじめに 

ブレイン・コンピュータ・インタフェース(BCI)

とは，脳とコンピュータ・機械をつなぐ技術であ

り，脳波(EEG)を用いてコンピュータ等の機器の操

作を行う[1]．最近では情報機器の普及により機器

操作時に手が離せない場面が多くなり，BCI 技術は

そのような状況で有効と考えられる．本研究では，

BCI によるコンピュータ操作を目的とする．頭皮上

から計測する非侵襲式の簡易脳波センサを用い，

手を使わず直感的に操作できるシステムの開発を

行った．本システムでは，脳波計 EMOTIV EPOCX，

ソフトウェア EmotivBCI を用いて，クリック・上

下方向スクロールなどの操作を実行する． 

 

２．使用機器，開発環境及びシステム概要 

 システムの概要を説明し，図１にシステム全体

図を示す．脳波計は，EMOTIV EPOCX を用いて計測

する．PC に専用 USB レシーバードングルを接続し，

脳波データは，無線で PC に送信される．ソフトウ

ェア EmotivBCI[2]を用いて，脳波のトレーニングを

行う．このソフトウェアでは，ウインドウ中に示さ

れるキューブを操作するイメージとそれに対応す

る脳波でトレーニングを行う．Cortex API[3]を用

いて EMOTIVE EPOCXから脳波データを取得し，さら

にマウス・キーボード操作ライブラリである

pyautogui を用いて，PC のクリック・上下方向ス

クロールを行う Python プログラムを作成した． 

 

図１ システム全体図 

 

３．脳波を用いたクリック・スクロール操作 

EmotivBCI を用いて，「Neutral」，「Push」，「Drop」，

「Lift」のメンタルコマンドをトレーニングする．

Neutral は，何もしない時の脳波をトレーニングす

る．Push はキューブを押すイメージ，Drop はキュ

ーブを下げるイメージ，Lift はキューブを上げる

イメージをトレーニングする．さらに，表１に示す

ように，これらのメンタルコマンドを PC 操作と対

応させ，Push でクリック操作，Drop で下方向スク

ロール操作，Lift で上方向スクロール操作を行う

よう設定した． 

 図 2 に一連の脳波データ取得，メンタルコマン

ド算出および PC操作を行うプログラムのフローチ

ャートを示す． 

表 1 メンタルコマンドと操作の対応関係 

 

Neutral キューブを動かさない 操作なし

Push キューブを押す クリック操作

Drop キューブを下げる 下スクロール操作

Lift キューブを上げる 上スクロール操作

操作のイメージ PC操作メンタルコマンド



 

図 2 プログラムのフローチャート 

 

４．実験結果 

メンタルコマンドをシミュレーションできる

Virtual Brainwear を用いて，メンタルコマンドに

よるクリック，下方向スクロール，上方向スクロー

ル操作のプログラム動作確認を行った． 

図 3 にクリック操作時のメンタルコマンドデー

タを示す．Neutral コマンド時は，クリックなどの

操作は，行われなかった．Push コマンドを入れた

時に，デスクトップにあるショートカットをクリ

ックし，サイトなどを開くことができた．ただし，

Push のコマンドが連続的に入ると，連続的にクリ

ックをするため，改善が必要である． 

図 4 に下方向スクロールと上方向スクロール操

作時のメンタルコマンドデータを示す．Drop コマ

ンドを入れた時，下方向スクロール操作を行い，

Lift コマンドを入れた時，上方向スクロール操作

を行うことができた．上下方向スクロールは，共に

スムーズな操作ができた． 

 

５．まとめ 

本研究では，BCI によるコンピュータ操作を目的

とし，頭皮上から計測する非侵襲式の簡易脳波セ

ンサ Emotiv EPOCXを用い，手を使わず直感的に操

作できるシステムの開発を行った．さらに，

「Neutral」，「Push」，「Drop」，「Lift」のメンタル

コマンドを，クリック操作と上下方向スクロール

操作に対応させ，動作確認を行った．その結果，そ

れぞれをメンタルコマンドにより操作することが

できた． 

 今後，メンタルコマンドのトレーニングをさら

に行い，脳波による PC 操作性を向上させることを

考えている．また，Emotiv EPOCX 内蔵の加速度セ

ンサを用いた操作の追加についても検討したい． 

 

 

図 3 クリック操作時のメンタルコマンド 

 

図 4 上下スクロール操作時のメンタルコマンド 
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